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（写真）＠ConVzlaComando “MCM 氏、エドムンド・ゴンサレス候補 アンソアテギ州で演説” 

 

 

２０２４年７月１０日（水曜） 

 

政 治                     

「ベネズエラ大統領選 選挙監視団６３５人 

～EU 監視団を派遣できないことは残念～」 

「コロンビア検察と、極右グループ情報提供で合意」 

「マドゥロ政権 CLAP の販売を 8 月まで停止」 

経 済                     

「コメの国内自給率は６７％、牛肉は９８％」 

「OPEC ６月産油量は日量８５．１万バレル」 

「為替 公定レートと並行レートの乖離拡大」 

社 会                     

「公務員に旅行特別ボーナス５０ドル相当を支給」 

２０２４年７月１１日（木曜） 

 

政 治                    

「ゴンサレス候補 アンソアテギ州で演説 

～マドゥロ大統領 カラボボ州など遊説～」 

「マドゥロ政権による野党への嫌がらせ続く」 

「米政府 違法入国を支援した旅行会社に制裁」 

「米政府 Tren de Aragua 幹部らに懸賞金」 

「西 Tren de Aragua 幹部をベネズエラに移送」 

経 済                    

「自動車部品 ７６．５％は中国から輸入」 

「２０２４年 ベネズエラの高利回り証券」 

「ベネズエラ 外国人観光客１００万人突破」 
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２０２４年７月１０日（水曜）             

政 治                       

「ベネズエラ大統領選 選挙監視団６３５人       

  ～EU 監視団を派遣できないことは残念～」         

 

７月２８日に予定されているベネズエラの大統領選で

は、複数の選挙監視団が選挙の確認を行う。 

 

イバン・ヒル外相は、 

「本日時点で６３５名の選挙監視員が、複数のフェーズ

においてベネズエラの選挙の観察を行う」と発表。 

 

また、選挙監視団を派遣する団体について 

「カーターセンター、ラテンアメリカ選挙専門家委員会

（Ceela）、アフリカ連合など６５の選挙組織がベネズエ

ラを訪問する」と補足した。 

 

他、国連の選挙専門家パネルから４名がカラカスに到着

したと報告。 

 

「世界各国が我々の選挙プロセスに関心を持ち、同伴す

ることに幸せと意欲を感じている」との見解を示した。 

 

ただし、当初は大統領選の同伴を予定していた EU は選

挙監視団を派遣できない。 

 

ベネズエラの「選挙管理委員会（CNE）」は、EU がベネ

ズエラ政府に制裁を科していることを指摘。EU の中立

性の欠如を理由に CNE の招待を撤回した。 

 

EU のボレル外交政策委員長は、CNE が EU 選挙監視団

への招待を撤回したことについて見解を表明。 

 

「ベネズエラ当局が、EU 選挙監視団の派遣を求めなか

ったことを残念に思っている」「EU は選挙の信頼性に

大きな価値を加えることができたと考えている」 

「EU ほど経験があり、包括的で能力のある選挙監視団

は存在しないと考えている」 

「カーターセンターなどが選挙に同伴することは歓迎

する。しかし、規模も期間も我々の選挙監視団とは比べ

物にならない」 

「EU 選挙監視団は、とても名声が高く、世界的に評価

されている」「我々の存在は選挙の信頼性に大きな影響

を与えることができたはずだ」 

とコメントした。 

 

「コロンビア検察と、極右グループ情報提供で合意」         

 

７月５日 コロンビア系武装勢力「La Sierra 征服者か

らの自警団（ACSN）」は、「ベネズエラの極右グループ

から、ベネズエラを不安定化させるための活動に加担す

るよう要請があった」と発表。 

 

ACSN は詳細情報をマドゥロ政権に提供する意思を表 

明した（「ベネズエラ・トゥデイ No.1086」参照）。 

 

これを受けて、ベネズエラのサアブ検事総長は、コロン

ビアの Luz Adriana Camargo Garzón 検事総長に連絡を

取り、情報提供について協力を求めると発表していた

（「ベネズエラ・トゥデイ No.1087」）。 

 

サアブ検事総長は、Luz Adriana Camargo Garzón 検事

総長とビデオ会議を行ったと発表。 

 

ACSN が提供する情報に関する交換メカニズムについ

て合意したと発表した。 

 

サアブ検事総長が発表した合意内容は以下の通り。 

 

・ベネズエラ検察・コロンビア検察がお互いの国に派遣

員を送る。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/06152e6511d85a45ebf3c0a258d4a96b.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/165c122e9bc8a05bebd608688b2a64ab.pdf
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ベネズエラ当局の派遣員は、以下についてコロンビア当

局の協力を求めることができる。 

 

・ACSN に接触したとされる人物の所在と名前の情報 

・逮捕した関係者をベネズエラに送り返すこと 

・収集した資料の提供 

・コロンビア政府の法律に抵触しない範囲での派遣員

の同行 

・検察官がコロンビアを訪問し、情報を収集すること 

・両検察庁による共同捜査チームを構成すること 

 

なお、「Centrados」から大統領選に出馬しているエンリ

ケ・マルケス候補は、ACSN の告発を拒絶。 

「野党を犯罪者に仕立て上げようとする政府の陰謀」と

主張した。 

 

ただし、実際にベネズエラでは極右勢力のオスカル・ペ

レス元 CICPC 捜査官が、軍部からヘリコプターを強奪

し、内務司法省を空爆したことがある。そして、MCM

氏はペレス元捜査官を英雄視している。 

 

また、グアイド暫定政権がコロンビアに潜伏している離

反軍人と共闘し、「Gedeon オペレーション」を実行した

ことも明らかになっている。 

 

ACSN が告発した一件に MCM 氏や主要野党が関与し

ているかは定かではないが、ベネズエラの反政府勢力に

暴力的な性格を持つ組織がいることは事実だろう。 

 

「マドゥロ政権 CLAP の販売を 8 月まで停止」                  

 

マドゥロ政権が、与党関係者に対して CLAP の販売を

８月まで中止すると通知していたことが判明した 

 

CLAP は、マドゥロ政権が販売している安価な食料品セ

ットである。 

 

品質に問題があるものの非常に安い価格で購入できる

ため、貧困層の生活には欠かせないものとなっている。 

 

ただし、CLAP の販売は各コミューンのトップ（基本的

に与党関係者）が取り仕切っているため、政治イデオロ

ギーを理由に恣意的に販売相手が決められており、住民

は CLAP を購入するために与党候補への投票を余儀な

くされているとの訴えが散見される。 

 

この CLAP について、８月まで販売を延期するとの通

知が各コミューンのリーダーに通知されているという。 

 

つまり、大統領選後に CLAP の販売が再開することに

なるようだ。 

 

この決定が与野党協議あるいはバイデン政権とマドゥ

ロ政権の協議の結果なのかは明らかになっていない。 

 

経 済                        

「コメの国内自給率は６７％、牛肉は９８％」           

 

「コメ生産者団体（Fevearroz）」の José Luis Pérez 代表

はラジオ番組のインタビューに出演。 

 

２０２４年のコメの生産量は５７万トンになる見通し

で、国内自給率の６７％に相当すると発表。不足分の３

３％は輸入米で補うことになると補足した。 

 

また、同じくラジオ番組に出演した「ベネズエラ食肉連

合会（Convecar）」の Luis Eduardo Stuve 代表は、牛肉

の自給率について現在は９８％と説明。 

国内の牛肉需要のほぼ全てを賄うことができていると

の見解を示した。 

 

また、畜産業の労働市場について直接雇用は７０００人、

間接雇用を含めると約３万人と説明した。 
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他、ベネズエラの牛乳の年間消費量について年間６５０

万リットルと指摘。ほぼ１００％の国内需要をカバーし

ていると補足した。 

 

「OPEC ６月産油量は日量８５．１万バレル」                  

 

OPEC は、加盟国の２０２４年６月の産油量を更新し 

た。  

 

OPEC の公表（第３者の専門家）によると、６月のベネ 

ズエラの産油量は日量８５．１万バレル。先月の日量８ 

３．０万バレルから日量２．１万バレル増えた。  

 

 

 

また、ベネズエラ石油省が OPEC に報告した６月の産 

油量は、日量９２．２万バレル。先月の日量９１万 

バレルから日量１．２万バレル増えたことになる。  

 

 

（写真）OPEC  

 

 

 

「為替 公定レートと並行レートの乖離拡大」                  

 

ベネズエラには、政府が運営する両替システム「両替テ

ーブル（公定レート）」と政府が介入しない個人間での

両替（並行レート）が存在する。 

 

詳細を説明すると長くなってしまうので割愛するが、現

在のベネズエラは基本的に並行レートが必要とされる

ような両替システムではない。 

 

今でも並行レートが残っているのは基本的にマドゥロ

政権への不審感（政府が監視する外貨取引を利用するこ

とに不信感がある）と過去からの慣習によるところが大

きいと思われる。 

 

この並行レートと公定レートの為替レートはしばらく

の間、０～５％程度の水準で乖離していたが、大統領選

を前にレート差が拡大している。 

 

現在公定レートの為替は、３６，４７ボリバル／ドル。 

一方、現地メディア「El Cooperante」によると並行レー

トは４０．８８ボリバル／ドルで約１０．８％の乖離が

あるという。 

 

大統領選を前にマドゥロ政権が歳出を増やしていると

考えられ、ボリバル通貨の流通量が増えた影響で並行レ

ートに上昇圧力がかかっていると認識されている。 

 

社 会                        

「公務員に旅行特別ボーナス５０ドル相当を支給」           

 

７月１０日 マドゥロ政権が登録を推奨している「パト

リアシステム」を通じて、公務員に対して「旅行特別ボ

ーナス」が支給された。 
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支給額は１，８２５ボリバル。現在の為替レートでドル

に換算すると約５０ドルに相当する。 

 

前述の通り、マドゥロ政権は支持を拡大するため歳出を

増やしており、今回の「旅行特別ボーナス」の支給もそ

の一環と言える。 

 

公務員に一律１，８２５ボリバルを支給することで、ボ

リバル通貨の流通量が拡大し、結果的にボリバル安の圧

力がかかることになる。 

 

２０２４年７月１１日（木曜）              

政 治                       

「ゴンサレス候補 アンソアテギ州で演説       

  ～マドゥロ大統領 カラボボ州など遊説～」        

 

７月１０日 「野党統一連合（MUD）」から出馬したエ

ドムンド・ゴンサレス候補と、野党の実質的なリーダー

であるマリア・コリナ・マチャド氏（MCM 氏）はアン

ソアテギ州を訪問。大勢の支持者に迎えられた。 

 

 

（写真）@ConVzlaComando 

 

なお、同日、マドゥロ大統領はタチラ州のサンクリスト

バル、バリナス州を訪問。翌７月１１日にはカラボボ州

バレンシア市、アラグア州ビクトリアを訪問した。 

 

 

 

（写真）大統領府 

“タチラ州のサンクリストバルでの選挙演説” 

 

「マドゥロ政権による野党への嫌がらせ続く」        

 

これまでも度々紹介しているが、現在もマドゥロ政権は

ゴンサレス候補の選挙キャンペーンに直接・間接的な嫌

がらせを行っている。 

 

「野党統一プラットフォーム（PUD）」によると、MCM

氏・ゴンサレス候補が参加するアンソアテギ州の選挙イ

ベントで大型車の設置準備を行っていた野党関係者３

名が交通整理を行っている警察に拘束されたという。 

 

PUD によると、警察官は３名に対して交通関係の書類

を提示するよう要求。書類の内容に問題はなかったが、

連行されたという。この３名が解放されたかどうかは分

かっていない。 

 

なお、７月６日にゴンサレス候補がバリナス州を訪問し

た際に利用したレストランが「徴税庁（SENIAT）」の査

察を受け、一時的に営業停止措置を受けたという。 

 

これを受けて、ゴンサレス候補はアンソアテギ州ではレ

ストランで食事はせず、お弁当持参で選挙活動を行った

という。 
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「米政府 違法入国を支援した旅行会社に制裁」           

 

米国国務省は、米国への違法入国を支援した旅行会社・

旅行オペレーターに制裁措置を科すと発表した。 

 

国務省によると、この措置は国家移民法の第２１２条に

準拠する措置だという。 

 

これまで関連の制裁措置は、海路・空路でのチャーター

便を手配する旅行会社の幹部らを対象としていたが、今

回の発表により旅行会社・旅行オペレーターの幹部らも

対象に加わった。 

 

不法移民の増加は米国市民の関心事の１つで、大統領選

でも重要なテーマとされており、バイデン政権も移民流

入を制限する措置を講じている。今回の対応も大統領選

を意識したものと思われる。 

 

米国への違法入国を試みるベネズエラ人は多く、ベネズ

エラ移民にとっても影響があるだろう。 

 

「米政府 Tren de Aragua 幹部らに懸賞金」         

 

７月１１日 米国財務省の Brian Nelson テロ対策次官

は、ベネズエラ系犯罪組織「Tren de Aragua」について

「米国に致命的な犯罪脅威を与える組織」と認定し、

「Tren de Aragua」幹部の逮捕につながる情報提供者に

懸賞金を支払うと発表した。 

 

「Tren de Aragua」は、ベネズエラのアラグア州を起源

とする犯罪組織だが、国内の経済危機を受けて活動拠点

を他国に展開。 

 

コロンビア、ペルー、チリを中心に人身売買・違法採掘・

誘拐・詐欺・麻薬密売などを行っており、米国でも「Tren 

de Aragua」の勢力が拡大している。 

 

具体的には、「ニーニョ・ゲレロ」のあだ名で知られる

エクトル・ゲレロ氏に５００万ドル、「ジョアン・ペト

リカ」のあだ名で知られるジョアン・ホセ・ロメロ氏に

４００万ドル、「ジョバーニ」のあだ名で知られるジョ

バーニ・サン・ビセンテ氏に３００万ドルの懸賞金をか

けた。 

 

「西 Tren de Aragua 幹部をベネズエラに移送」         

 

７月１１日 タレク・ウィリアム・サアブ検事総長は、

スペインから「Tren de Aragua」の代表であるエクトル・

ゲレロ氏の弟であるイサック・ゲレロ・フローレス氏の

引き渡しを受けると発表した。 

 

実際にスペイン当局は、同氏をベネズエラに移送し、既

にベネズエラに到着している。 

 

 

（写真）Noticia800（スペインから移送時の写真） 

 

（写真）内務司法平和省（ベネズエラ到着時の写真） 
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フローレス氏は、ベネズエラ到着時、ヘルメットを着用

し、複数の護衛に守られ厳重な警戒態勢で移送された。 

 

サアブ検事総長によると、フローレス氏はベネズエラで

最も重い刑（懲役３０年）の判決を受ける見通しだとい

う。 

 

経 済                       

「自動車部品 ７６．５％は中国から輸入」            

 

「ベネズエラ自動車部品生産者団体（Favenpa）」による

と、ベネズエラの２０２４年１～４月までの自動車部品

輸入額は８２８０万ドル。 

 

前年同期の６８３０万ドルから２１．２％増だったと発

表した。 

 

また、２４年１～４月の自動車部品輸入について、全体

の７６．５％に当たる６３４０万ドルは中国からの輸入

だったとした。 

 

Favenpa のオマール・バウティスタ代表は、自動車部品

セクターは２４年１～４月の時点で前年同期比１０％

増と説明している。 

 

 
（写真）Favenpa 

“ベネズエラの自動車部品輸入実績” 

 

 

「２０２４年 ベネズエラの高利回り証券」         

 

ベネズエラの証券市場は好調が続いている。 

 

「カラカス証券取引所（BVC）」は、２０２４年１～６

月の取引実績について、株価・取引量ともに上昇が続い

たと説明。 

 

２０２３年１２月末～２４年６月末の期間で利回りが

高かった有価証券について発表した。 

 

・PIVCA（利回り２９５％） 

・CANTV（同２１６％） 

・Banco de Venezuela（同７３％） 

・Fondo de Valores dInmobiliarios Clase B（同７０％） 

・Mercantil Servicios Financiero Clase B（同６８％） 

・Caricom（同５５％） 

・Ron Santa Teresa（同４３％） 

・Sivensa（同２９％） 

・MANPA（同１５％） 

・BNC（同４％） 

 

また、２０２４年１月～６月末にかけての BVC での取

引額は合計３２３万２２１６ドルで、前年同期の２１４．

６万ドルから５０．５％増だったという。 

 

「ベネズエラ 外国人観光客１００万人突破」         

 

アリ・パドロン観光相は、インタビュー番組に出演。 

 

２０２４年 1～６月の期間でベネズエラの外国人観光

客が１０９万人を超えたとコメント。 

ベネズエラの観光産業は１１四半期連続で成長してお

り、ベネズエラ経済にとって観光業は重要な産業になる

との見解を示した。 
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また、ヤラクイ州について、観光分野で高い潜在性があ

ると言及。 

 

その潜在性を発揮させるため、Sierra de Aroa、Valle de 

Yaracuy、Macizo de Nirgua の３地域について、観光開

発特別区に指定すると発表した。 

 

この３地域の観光プロモーション動画が「インスタグラ

ム」に掲載されているので関心がある方は確認されたい。 

 

 

（写真）coryatur インスタグラム 

 

以上 

 

https://www.instagram.com/coryatur/reel/C9M-4CERR6L/
https://www.instagram.com/coryatur/reel/C9M-4CERR6L/

